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岡
山
県
と
Ｊ
Ｒ
６
社
と
の
タ
イ
ア

ッ
プ
に
よ
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
岡
山
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
、「
吉
備
の
国
岡
山
・

再
発
見
の
旅
」
を
テ
ー
マ
に
４
月
か

ら
６
月
に
か
け
て
県
下
一
斉
に
展
開

さ
れ
、
全
国
へ
向
け
て
情
報
発
信
を

行
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
本
市
で
も
ロ
ケ
の
あ
っ

た
映
画
「
バ
ッ
テ
リ
ー
」
の
ロ
ケ
地

を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
、
桃
太
郎
研
究

家
の
故
・
小
久
保
桃
江
さ
ん
（
備
中

町
出
身
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心

と
し
た
桃
太
郎
に
関
す
る
企
画
展
な

ど
、
県
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
観
光
客

の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、　

年
度
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
「
学
習
観
光
・
産
業
観

１８

光
」
事
業
、
ま
た
「
吹
屋
ふ
る
さ
と
村
観
光
周
遊
バ
ス
」
や
「
備
中

松
山
城
観
光
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
な
ど
、
観
光
事
業
の
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
豊
か
な
自
然
環
境
、
観
光
資

源
を
生
か
し
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
人
に
高
梁
へ
訪
れ
て
も
ら
え
る

よ
う
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

高
梁 
の 
魅
力 
を 
発
信

岡
山
デ
ス
テ 
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ 
ャ
ン
ペ
ー
ン

▲３月１日から運行を再開した
　備中松山城観光 乗合タクシー

お
も
て 
な
し
の
心
で
迎
え
よ
う

▲昨年多くの利用があった吹屋ふるさと村観光周遊バス
　（３月１７日から運行を再開）

【料金】
一人 片道４００円

【利用予約】
備中高梁駅前観光案内所
（��８６６６）

備中松山城
観光乗合タクシー
【運行時刻】

備中高梁駅・発 � ふいご峠
１０：０５、１１：３５、１３：０５、１４：３５

ふいご峠・発 � 備中高梁駅
１１：５０、１３：２０、１４：５０、１６：２０
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市
で
は
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ

せ
、
昨
年
実
施
し
多
く
の
利
用
が
あ

っ
た
「
吹
屋
ふ
る
さ
と
村
観
光
周
遊

バ
ス
」
と
「
備
中
松
山
城
観
光
乗
合

タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
を
３
月
か
ら
再

開
。
こ
れ
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
地
域
イ
ベ
ン
ト

の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
周
遊
バ
ス
は　

月　

日
ま
で

１１

２５

の
土
・
日
・
祝
日
（
４
月　

日
か
ら

２８

５
月
６
日
ま
で
は
毎
日
）、観
光
乗
合

タ
ク
シ
ー
は　

月
末
ま
で
毎
日
運
行

１１

し
ま
す
。

　

「
第　

回
優
秀
観
光
地
づ
く
り
賞
」

１４

（
�
日
本
観
光
協
会
主
催
）の「
�
日
本

観
光
協
会
会
長
賞
」に
、高
梁
市
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
観
光
に
よ
る
地
域
振
興

を
積
極
的
・
効
果
的
に
推
進
し
、
他
の

地
域
の
参
考
と
な
る
よ
う
な
成
果
を
生

み
出
し
て
い
る
自
治
体
や
団
体
を
表
彰

し
、
各
地
の
よ
り
よ
い
観
光
地
づ
く
り

の
推
進
を
目
的
に
、
平
成
６
年
に
創
設

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

美
し
い
自
然
や
歴
史
的
町
並
み
を
保

全
す
る
た
め
に
、
歴
史
的
建
造
物
の
保

存
修
理
や
修
景
を
計
画
的
に
実
施
す
る

な
ど
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
町
並

み
整
備
に
努
め
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

県
内
で
の
受
賞
は
、
第　

回
の
勝
山

１１

町（
現
・
真
庭
市
）の
「
町
並
み
デ
ザ
イ
ン

賞
」
に
続
き
、
２
団
体
目
で
す
。

　

「
美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土
１
０

０
選
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
に
、

「
備
中
松
山
城
と
城
下
町
高
梁
」
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
古
都
保
存
法
」
施
行　

周
４０

年
を
記
念
し
て
、
歴
史
的
風
土
の
保
存

と
継
承
な
ど
を
目
的
に
企
画
さ
れ
た
も

の
で
、
全
国
か
ら
公
募
さ
れ
た
６
９
８

件
の
中
か
ら
、
１
０
０
選
と
準
１
０
０

選
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
、
ほ
か
に
「
倉
敷
美
観
地

区
」（
倉
敷
市
）、「
岡
山
城
、
後
楽
園
」（
岡

山
市
）
が
１
０
０
選
に
、「
吉
備
文
化
発

祥
の
地
、
古
代
山
城
鬼
ノ
城
」（
総
社

市
）、「
鶴
山
公
園
」（
津
山
市
）
が
準
１

０
０
選
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

�備中松山城

備中松山城からの
市街地の眺め　 ▼

「
優
秀
観
光
地
づ
く
り
賞
」

高
梁
市
が
受
賞

「
備
中
松
山
城
と
城
下
町
高
梁
」

美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土
１
０
０
選
に

【料金】
大人３,０００円、小人２,０００円
（食事別、吹屋地区の５施設入館
料およびガイド料含む）

【乗車券】
ＪＲ西日本管内の主な駅（みど
りの窓口）で販売。
市内では、備中高梁駅（��
２２６９）で販売しています。

吹屋ふるさと村観光周遊バス
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【周遊コース】


